
積丹半島北部の段丘地形

慎也

i はじめに

覆丹平島北部児関するま護費学的調査は、比較的苦くから金翼鉱床探査を自的とした調査が

行なわれている。が、地形学的にはそれ陀関連しての簡単な段丘培援物の分柑がポされてい

る概度である。

そ乙で筆者は、本報告により主として段丘面の分布号明ちかにし、さら児その形成機構に

ついて検討してみた。

1 地形・地資額観

調資地域培、 日本海児謝して突出した積丹半島の北部児認欝ずる。半島誌

後悲火山群が北へりびたもので、北鵠には積丹岳・余別岳の新期火山がそびえている。
びくに

は誌とんど愈躍をなし、 1 0 0 m 争乙える海蝕鰻も珍しくない母まずこ、主な荷11"ま実関JlI以

東で北東方向足、以西ではいずれも南北方向κ流れ、ほとんどめ涜路が直線状で比較的態流

寺なし、水量も少ない。

ととろが積丹111は以上の河川と興なれ積丹岳東麓児発した後、すぐ南む笑思JfUr.は合流

せず、出麓号法問し蛇行しながら北西に流露をとり、野塚で号本鄭に注いでいる岱捜本ら(

1 9 55)によると、 ζれは護丹岳の生成及が第三紀末ないし第四記初期の小樽茶器舎地と

よばれる奨国間以西の地塊が陸記ならび陀傾動運動を行った結果とされている o

本地域の地震にお生j醤はなく、新第三紀騒が基盤である。乙のうち余足立麗は、余別から野

塚付近までいくつかむ向斜講溜者ともないながら、 3質問にひろがるゆるい詰校講造をとって

いる。また、鮮新世の野塚j欝は北部に分布し、諜岩・砂岩を主とするものと、火山性む場積

物を主とするものと児わけられる。

以上の第三系そ覆う第四系としては、段丘群と その末端の施すべり堆積物が

俸に現阿床及び海浜準額物がみられる。
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護 段丘面の分葎

本地域の段丘地形を 4万分の 1空中写真と を用い、高愛関係・ -関析の状態

及び現地調査から 6段丘に分類した{第 1詔)。

なお、若生(1 969 )は野事付近の段丘を 4段に分けている Q また、山岸ら(197 9 ) 

も岡地域む段丘を 4段に分けている。ただし、後者iまその最上位面よち高位

を指摘している。 ζζではそれを高泣段丘面として、以下の 4段丘面と区別するo

〔高位段丘蕗)

200"""'-250m程で、積丹111以北にのみ分布する。
ふみ

により、現河床とは婦美fJ踏で 15 0 m前後、fJ東で約 50 m 

flとその支流の侵蝕

をもら、北へ向かつて

ゆるく額斜しているo 北端は 10 0 m 

いるが、残された樹は非常に平程で過去

〔第 l段丘語〕
とごろた

られている。かなり

していたと見られる浸蝕謝である。

較多海岸にのみ分奇し、 1 1 0 """'-最高で 26 0 mま びる。ウエンド111と

の比高は約 60 m。 もややすすみ、悪さ数加の砂・擦からなる。

〔第1段丘耐〕

転多付近と余別川下流にのみ分布し、

と礁からなる。

らの比高は約 50 mo転多fず近はかなり平

られた後の段丘堆積物が、現在の地表形を決め

ている。厚さは 10m争こえない。

〔第E段丘面〕

荷或面 をはじめ、各河口

ち安

く分布する。現河床からめ比高は 10数mo

まじりロームからなり全体で寧さ約 7mで

ある。 も磯層を主とし むロームが見られた。

構成面は神威抑から較多比五るまで 40"""'-6 Omの現潟水面かちの比高をもち、

蝕をうけて酷麗壱なしている c また、野塚以北では、比高 30"""'-4 0 m程で、

議北へ低く傾いている。堆積状態を詳綿花調査できなかったが、侵蝕段丘の性格をもっと患

われる。

〔第普段丘面〕

野塚をはじめ各河川の下流域に広く分布する。

し、角擦岩片のまじるロームを含tr平担面である o

w 
1) 地盤運動

積丹川以北は特詑援組の激しい地主主だが、そ乙
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mで、要角書撃をともなう と

る高位面と第華麗は、いずれも北



いる。ただし、額斜は高位面の方が大きく、第重富形成前に既に北へ傾く運

あり、形成後さら』ζ同様な運動があったと考えられる。

また、問地塊は東端へのびて英国111現河床と 10 0 m以上の巌で践している。この東南端
ほろをrい

2 0 0 m寄託越すところも一部あれ北端の幌武;意高方では 25 0 mtζ達

するところもある。ところがその中間の婦美付近では、諜高 120m前後になり、…蛙高泣

なくなって、基盤の第三紀属も積丹JIIo!1:い沖積平野と漸移しているo そりため、婦業

付近で沈かような地盤運動があったのではないかと思われる(第 1、第 2図)。

ウエンド川流域の名段丘面に注岳すると、それらははとんど問岸に分布し、西に大きし

ったとわかる。また、段丘面は上位に行く法ど現流路と斜交しているため、以前ウエ

ンド111はもっと高{酉〉万で海に設いでいたものと思われる。ただし、第童福のみは両岸に

みられ、 ζの形成には安定した時期が続いていたらしい。
ほろお、ふ

余)jIjJ霞む堆積盆を作ることとなったi撰内需JII東の向斜軸守中心とする東西にひろが

る議状構造は、 • f畏内府間河Jflの段丘がその間滞iζ顕著にあらわれる ζとから、

形成時にも罷響を与えていたもりと考えられる。しかし、本地議の第現段丘梅或奮は開成面

ほどの大きな変形は受けていない{第 2関)。従って、余別・幌rg府111流域の段f正面を変形

させた地盤運動は、河口;乙近づくほど小さくなっていると思われる。

2) 地形発濯史

を切る侵蝕語、 され、その後積丹JI[以北が嵩に大きく隆起

した。一方、ウエンドJlI流域では第 i面形成後楽へ傾きつつ騒記し、ウエンドJ[fφ流路を変

え、第自由を形或する。第 2面は第i面同様各河川の西岸ほしか分布しないところから、形成

後さらに東へ傾きつつ謹記したと思われる。

理面は撞丹Jf[及びその支流沿いなど児、広く平担な面の分手ちがみられ、また海或語の発

還も良いことから、この形成時期は長く安定したものだったと予想される o そしてその形成

後、積丹半島北部全捧がやや北へ傾いていく。それは、積丹111の北側が魚躍をなして高位面

以外の段丘奮を持たないことや、積丹川がその北鶴を現在も侵蝕しているらしいことから推

察できる。

野蛮の第成も第 1• n語i寄様各河111の西岸を中心に発達し、 ζの地域に全体的な東への

額動運動が考えちれる。なお、婦奨付近の高位耐と第言面は、沖積層と期務している。これ

は、段正面形成後、前述した沈むような地盤運動があったか、侵蝕基準耐の変往で沖積層の

堆積が特に進んだためかとj思われる。

V まとめ

掻丹半島北部の段丘地形は、 200.........250m)、第 I段丘語(1 1 0 
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"'-260m)、第E段丘面 (100"'-200m)、第E段丘面 (10"'-250m)、第W段

丘面 (5"，-200m)の5段丘に分類される。

高位面は、新第三紀層を基盤とし、侵蝕段丘の性格をもっ。隆起の激しい地塊にのり、開

析も進んでかなり変形されている。

第 l面は、転多付近にのみ分布し、厚さ数mの砂礁からなる開析の進んだ面である。
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第1面は、ウエンド111と余別川の西岸に分布し、厚さ 10m程の際・砂からなる。

第E面は、長く安定した形成期をもっていたとみられ、本地域に広く分布する。

第H面は、各河川流域に広く見られる平担な面で、あまり変形は受けていないが、婦美付

近では沖積層と漸移している。

乙れらの段丘面の変位から、積丹川以北の地塊は北へ傾く運動、積丹川以南から神威岬ま

では主として東へ傾く運動があったと推察される口

以上が簡単にまとめたものであるが、各段丘面の露頭状態は必ずしも良好ではなく、また、

現地調査する乙とのできない箇所もあり堆積環境・地質構造との対応も詳細に調べられなか

った。乙れらは、正確な時代区分をするためにも今後の課題として取り組んでいきたい。

なお、本論文作成にあたり、終始懇切な御指導を賜わった横山弘先生、水野裕先生に深く

感謝の意を表する次第であります。
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